
【私たち慈恩寺小学校の教職員は、いじめを絶対許しません！】 

つよく  ただしく なかよく ～きらりと輝く慈小っ子～     子どもに『笑顔、自信、学力』を 

 

 

 

 

「本物に触れ、本物から学ぶ」ことの大切さ 
 

 

 

校庭の桜の木に、眩い新緑の葉が一斉に開き始め、陽春の賑わいを感じる季節となりました。皆

様におかれましては、日頃より本校の教育活動へ御理解、御協力を賜りまして誠にありがとうござい

ます。 

さて、私事ではありますが、毎日の通勤時に読書をするようになりました。最

近読んだ本を紹介します。「FACT FULNES(ファクトフルネス)」 ハンス・ロス

リング等著  です。 本の紹介には、『FACT FULNESS「10」の思い込みを乗

り越え、データを基に世界を正しく見る習慣』（中略）、私たちが普段いかに思

い込みにとらわれているかを教えてくれる。 とありました。 

（ https://ps.nikkei.com/bookreview/201902/01.html 参照） 

 

本の一部を紹介します。                                                          

「自然災害で毎年亡くなる人の数は、過去 100 年でどう変化したでしょう？」 

近年、世界中で頻発する地震等自然災害を考えると「増えた。」と答えたいところです。しかし、正

解は「半分以下になった」です。（私の答えは「増えた」でした。そこには根拠がなく、勝手な思い込

みでした。（反省））  

このように、ある情報を鵜呑みにしていたり、思い込みをしていたりすることは、私たちの身の回りに

たくさんあるようです。世の中には、「常識」が数多く存在します。常識には「これはこうだ。」「言われ

なくてもわかっているよね。」と言われることや、不文律、暗黙の了解、慣習等、その他、思い込み、第

六感、見た目等も含まれることがあります。 その中には正しいものもあるし、ひょっとすると正しくない

ことも正しいと誤認識していることもあるかもしれません。また、時間と共に変化している常識もありま

す。すると「何を信用してよいのか・・・？」と不安感情につながります。 「さて、どうすればよいのでしょ

うか・・・。」       

私たちのできることは、山積する情報の中から、正しいものを根拠に基づいて選別すること、又は、

根拠や解答のないものに対して「真実を自分の目で見ること。本物に触れて、自分の心で感じて、

自分の頭で考えて、自分なりの答えを出すなど、本物から学ぶこと」 が大切になってきます。  

昨年度に引き続き、今年度も、子どもたちに、学校生活の中で、「本物に触れ、本物から学ぶ」機

会をたくさんつくってあげたいと願い、学校運営方針に「本物に触れ、本物から学ぶ」を設定しまし

た。普段の生活の中においても、子どもの「どうして○○なのかな」という問いに対して、私たちは「こ

れは、こうだよ。」と即答することもありますが、そこに一息入れて、子どもの思考を広げ、子どもがモノ

の本質、事実、本当の解を子ども自身の目と心で学びとる機会をつくってあげることで、思い込みを

捨て、事実を基に真実を知ることにつながるのではないでしょうか。私自身も自分の中にある誤認

識を少しずつ「書き換えていきたい」と思っています。 
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【学年からのお知らせ】

【学校からのお知らせ】 ※紙媒体を希望される御家庭は、連絡帳にて担任までお知らせください。

【3年】

・４月２８日（月）交通安全教室では、自転車の貸出へ御協力をいただきありがとうございました。 児童へ反射ベルトを配付しました。御活

用ください。

・５月９日（金）、１３日（火）に学区探検に行きます。安全上、肩から斜め掛けのできる水筒の用意をお願いします。

〇引き渡し訓練ついて

大規模地震による警戒宣言発令などの非常災害時に、児童を保護者に引き渡し、安全に帰宅させることを目的として、５月３０日（金）

に実施します。１１：００に児童引き渡し依頼の安心メールを配信します。１１：１０から引き渡しを開始します。大規模災害を想定した訓練で

す。保護者の皆様には、必ず徒歩でお子さんの引き取りをお願いします。詳細は、後日配付される手紙を御覧ください。

５月２１日（水）１６：００に、さいたま市教育委員会より「さいたま市学校安心メール」の登録者へ、配信が適正に行われることを確認する

ために、配信試験を実施いたします。メールが届かなかった場合等は、専用ヘルプデスクまで連絡をしてください。

【電話番号】 ヘルプデスク フリーダイヤル ０１２０－５００－３７１

【開設期間】 令和７年６月３０日（月）まで（土・日・祝祭日を除く平日午前９時～１７時）

なお、スマートフォンの機種変更等で安心メールの再登録を希望される方は、連絡帳にて学校へ御連絡ください。

【5年】

〇管弦楽鑑賞教室について

日時：５月１５日（木） 会場：大宮ソニックシティ 演奏：東京ユニバーサルフィルハーモニー管弦楽団

持ち物：リュック、安全帽子、水筒、エチケット袋、折りたたみ傘

・学校出発８：２０ 帰校予定１３：００ 通常通り通学班で登校し、帰校後給食を食べます。

・鑑賞教室代、バス代は後日集金させていただきます。

〇保護者説明会について

日時：５月３０日（金）短縮日課３校時 １０：１０～１０：５０ 会場：Solaるーむ

詳しくは後日連絡させていただきます。

〇家庭科の学習について

６月より、ソーイング（手縫い）の学習が始まります。申込みいただいた裁縫道具がお手元に届きましたら、物品に記名をお願いします。ま

ち針やチャコペン等、道具すべて（縫い針以外）にも記名しをお願いします。

【６年】

〇卒業アルバムの撮影日程について

５月７日（水）は、 クラス写真・全体集合写真・授業風景・委員会活動 、５月２１日（水）は、クラブ活動の撮影を行う予定です。

〇スクールダッシュボードについて

さいたま市では、令和６年度より「スクールダッシュボード」の運用を本格的に開始しました。「スクールダッシュボード」は、子どもたちの

心身の状況や学習状況を、一元的に可視化し、教員たちが教育活動を行うためのシステムです。子どもたちは、登校したらタブレットを開

いて、学習e ポータルサイトの「毎日の記録」に朝の気持ちを入力し、授業後には、「授業アンケート」に学習状況を入力しています。これら

の取組は、これまで教員が培ってきた知見とデータを融合させ、これまで以上に教育効果を高めるものです。

このたび、さいたま市教育委員会が、スクールダッシュボードを活用した教育活動の取組効果に関する動画を作成しました。本校Web ペ

ージにリンクを掲載しておりますので、ぜひ御覧ください。

〇学校利用向け「スタディサプリ」の採用について

本校では、今年度も、さいたま市教育委員会が推進する「学びの自律と個別最適化」を実現するため、授業内学習と家庭内学習の両面

で活用できる「スタディサプリ」を採用することといたしました。 本教材は、学校向けサービスのため低価格となっておりますが、これまで採

用してまいりましたドリルやワークテスト等と同様に後ほど教材費として集金させていただきます。御理解くださいますようお願いします。

〇新体力テスト「シャトルラン」について

今年度は、以下の日程で実施いたします。各学年シャトルランの実施日の前日に「20mシャトルラン健康観察カード」を配付いたします。

御記入の上、実施日にお子さんに持たせてください。

実施にあたりまして、保護者の皆様にはお子さんの体調管理

の御協力をお願いします。


